
  

い
ず
み 

ふれあいネットワ—ク 

2026年9月発行

第194号



１ 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 



２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
詳しくはこちら 

老人クラブ連合会 250,000 

手をつなぐ育成会 130,000 

身体障害者福祉会 50,000 

遺族会 40,000 

保護司会 40,000 

社会福祉協議会 30,000 

合 計 540,000 

社会福祉協議会 

・広報紙発行 320,000 

・小地域ネットワーク 220,000 

合 計 540,000 
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助成金は、連合会の主要事業実施経費に使用させていただいており、老人クラブ会員からは大変喜ばれていると

共に、本町の高齢者福祉の推進に大きく貢献しております。 

今後も皆様から頂戴いたしました貴重なお金は、大切かつ有効に使わせて頂きますので、引き続きご支援下さい

ますようよろしくお願い申し上げます。 

白糠町老人クラブ連合会 

 今回は、恋問館が新しくなり見学の希望者が多く見学を実施しました。障害者用トイレも充実し使いやすく会員も

安心して見学、食事、他の人との交流も出来、他の事業にも使用しました。これからの活動をするにあたり助成金は

大変ありがたく、大切に使用させていただきます。今後共、ご支援下さいますようよろしくお願いいたします。 

 

釧路地区身体障害者福祉協会白糠分会 

白糠町遺族会は、北海道護国神社で行われる慰霊大祭への参拝や北海道戦没者追悼式のほか、釧路市や本

町で行われる殉公慰霊祭への参拝など、他地域との交流事業や研修事業などを行っております。 

 近年、高齢化等により会員数の減少が進む中、共同募金会から交付される助成金は、会にとって大変貴重な財

源となっており、毎年各種事業を推進するにあたり効果的に活用させていただいております。 

 募金に協力いただきました皆様には会員一同心より感謝申し上げますとともに今後も変わらぬご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 私たち保護司分区会は、社会奉仕の精神をもって、犯罪を犯した人たちの自主更生に向け、保護観察や生活環

境調整を担当し、改善更生を助けるとともに関係機関との連携を取りながら犯罪予防及び再犯防止の一翼を担って

います。そのため保護司としての資質を高めるため各種研修会等に参加し、処遇能力向上に努めています。 

また、「社会を明るくする運動」にも積極的に参加し、犯罪や非行のない安全安心な地域社会を築くため、関係機

関と連携しながら啓発活動に取り組んでおります。 

 こうした活動を行うにあたり北海道共同募金会様からのご支援に対し、心から感謝とお礼を申し上げます。 

 

白糠町遺族会 

釧路地区保護司会白糠分区会 

白糠町手をつなぐ育成会 

 当会では、町内外や道内各地、遠くは長野県にいる正会員・賛助会員さんや役場福祉課、町内の福祉関係各所

へ当会の事業や行事の情報を知って頂くための会報を作成しております。共同募金の配分金をそのインク代や用

紙代・封筒代等に使用させて頂いております。 

 当会は白糠と西庶路に就労継続支援Ｂ型の事業所とグループホームを運営しており、両事業所のお便りも一緒に

配布して、利用者さんの作業や事業所での様子を皆さんにお知らせしています。白糠町に住む知的障がい者のた

めに今後も当会のアピールのための会報作成、配布は続けていきたいと思います。 

 今年度も赤い羽根共同募金の配分金を使わせて頂き、利用者さんのためのイベント「なかま祭り」を開催しました。

両事業所の利用者が同じ時間を過ごし、良い思い出になりました。 

 分配金を頂き本当にありがとうございました。今後共宜しくお願い致します。 

本会では、年に４回程度発行しています広報誌「社協の泉」の発行印刷経費、「共同募金運動」に関する資料や

情報を提供、町内会の地域福祉活動推進事業である「助け合いチーム」小地域ネットワーク活動関連事業費として

活用させて頂いております。 

今後も皆様から頂戴いたしました貴重なお金は、大切かつ有効に使わせて頂きますので、引き続きご支援下さ

いますようよろしくお願い申し上げます。 

 

白糠町社会福祉協議会 
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・任意後見制度～判断能力が十分なうちに、任意後見人を自分で決め任意後見契約の内容を定

めておき、判断能力が不十分になった後に任意後見監督人の選任申し立てを

行い任意後見契約の効力が発生する。 

 

・成年後見制度～判断能力が不十分になった後に、家庭裁判所に申し立てを行い選任された成

年後見人、保佐人または補助人が本人の代わりに法律行為を行うことができ

るようにする制度。 

 

 ８月７日（金）、社会福祉センターにて『あなたの

「もしも」に備える安心セミナー～成年後見制度・地

域の支え合いについて学ぶ～』を開催し、日頃より活

動いただいている権利擁護センター支援員や福祉団

体・町民合わせて約４０人が参加しました。 

 講師に、北海道社会福祉協議会地域福祉部権利擁護

課長の戸嶋信司氏を招き、「高齢期によくある困りご

と」や「日常生活自立支援事業※1・成年後見制度※2 の

仕組み」など、実例を交えながら説明いただきまし

た。 

 
社会福祉協議会内） 2-2042・2-2702  

月～金曜日／午前 8：30～午後 5：30 

権利擁護センターでは、大切な方の財産や、誰もが当たり前にある権利を

守る、お手伝いをさせていただきます。 

ご相談は無料で、秘密は守ります。お気軽に下記までご相談ください。 

認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等のうち判断能力が不十分な方が地域において自立し

た生活が送れるよう利用者との契約に基づき福祉サービスの利用援助等を行う事業。 



５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も夏休みを利用し、「中学生１日体験ボランティア」を実施しました。 

特別養護老人ホーム清和園様では３名、ケアホーム春風では４名の生徒さんに参加いただき、利用者様

との交流や車いす体験、入浴介助の見学を行い、普段経験することのできない貴重な学びの機会となりま

した。ボランティア終了後に行ったアンケートでは、半数以上の生徒さんが「福祉や介護について理解が

深まった」との回答があり、「大変だったがすごく勉強になった」「利用者様と楽しくコミュニケーション

がとれた」と感想が寄せられました。 

お忙しい中、ご協力いただきました清和園様ならびに職員の皆様に心より感謝申し上げます。 

特別養護老人ホーム 清和園 ケアホーム春風 

 ９月４日（金）、釧路地区老人クラブ連合会（渡辺巖会長）主催の町村交流会が、白糠町社会福祉センタ

ーにて開催されました。 

今年度は白糠町での実施で演芸発表と題し、白糠町老人クラブ会員のほか釧路管内６町村の老人クラブ

会員合わせて約２００人が参加しました。当日は２７組の出演者の皆さんが歌謡曲やギター演奏、舞踊な

どの演芸を披露し、会場は大きな拍手と笑顔に包まれました。 
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・雇 用 形 態    パート 

・資 格 要 件      介護福祉士、介護福祉士実務者研修又は介護職員初任者研修修了 

（資格取得中の方も含む） 

・勤 務 内 容    在宅訪問介護業務全般 

・採 用 人 数   １名 

・勤務時間等    週休２日制、８：30～17：30 の間の４時間程度、日数要相談 

・賃 金    時間給：1,075 円（10 月改正有）～、2 年目以降月給制 

・諸 手 当    通勤、時間外、介護処遇改善手当加算有 

・休 暇 制 度    年次有給休暇あり 

・採 用 方 法    履歴書、面接 

訪問介護員（ヘルパー） 

 

９月８日（火）、庶路学園７年生を対象に防災学習の一環として車いす介助と高齢者疑似体験があり、社

協のケアマネジャーが講師として、体験指導を行いました。 

車いす介助体験では、安全な操作方法や介助のポイントについて指導し、実際に介助者役と利用者役の

両方を体験しました。また、高齢者疑似体験では、装具を着用して歩行や日常動作を行い、高齢者の身体

状況や生活の中で感じる不自由さについて理解を深めました。 

 

 

ご不明な点等ございましたら、お気軽にお問い合わせください 

TEL ２-２０４２・２-２７０２（担当：春田） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社協の泉」は、赤い羽根共同募金の一部助成を受けて発行しています。 

前回号以降分（順不同） 

社会福祉法人 白糠町社会福祉協議会 
 

〒 ０８８-０３３１ 白糠町東１条北１丁目１番地９（白糠町保健センター 内） 

TEL ２-２０４２／２-２７０２  FAX  ６-００３８ 

ホームページアドレス 

・指定居宅介護支援事業所 ・指定訪問介護事業所 ・基準該当身体障害者居宅介護事業所 

・白糠町権利擁護センター ・通所介護事業所 ケアホーム春風 
（白糠町庶路宮下５丁目３番地２３／ TEL ５-９６００） 

 

心温まるご協力いつもありがとうございます 

※ 社協プルタブ回収 BOX に寄贈をしていただいた 

皆様もありがとうございます。 

井出   位 様（西庶路東１北１）                         
    １７，０００円                        

 
平山     浩一 様（西庶路西１南１）                       

１０，０００円 
                                 

白糠社協では、皆様からご寄贈いた

だいたプルタブを換金し、車いすなど

の福祉用具の購入に役立てています。 

プルタブ寄付は手軽で幅広い福祉支援

活動です。誰でも手軽にできるこの町の

福祉支援の活動としてご理解いただき、

今後もプルタブの収集、寄贈にご協力を

お願いいたします。 

 

鈴木 政留 様（西庶路東３南１） 

       ５０，０００円 

社協窓口にプルタブ回収 BOX を設置して

おります！ 


